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令和５年 多賀町議会６月第２回定例会会議録 

 

令和５年６月６日（火） 午前９時２７分開会 

 

◎出席議員（１２名） 

  １番  神細工 宗 宏 君        ７番  菅 森 照 雄 君 

  ２番  清 水 登久子 君        ８番  富 永   勉 君 

  ３番  近 藤   勇 君        ９番  川 添 武 史 君 

  ４番  木 下 茂 樹 君       １０番  山 口 久 男 君 

  ５番  川 岸 真 喜 君       １１番  大 橋 富 造 君 

  ６番  竹 内   薫 君       １２番  松 居   亘 君 

 

◎欠席議員（０名） 

  な   し 

 

◎説明のために出席した者の職氏名 

  町 長 久 保 久 良 君    福祉保健課長 林   優 子 君 

  副 町 長 小 菅 俊 二 君    産業環境課長 飯 尾 俊 一 君 

  教 育 長 山 中 健 一 君    地域整備課長 藤 本 一 之 君 

  会 計 管 理 者 岡 田 伊久人 君    学校教育課長 伊 東 瑞 江 君 

  企 画 課 長 野 村   博 君    教育総務課長 谷 川 嘉 崇 君 

  総 務 課 長 本 多 正 浩 君    生涯学習課長 竹 田 幸 司 君 

  税務住民課長 小 菅 俊 二 君    監 査 委 員 寺 西 久 和 君 

 

◎議会事務局 

  事 務 局 長 大 岡 まゆみ      書    記 渡 邊 美 和 

                                        

◎議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定（６月６日～２１日 １６日間） 

 日程第３  諸般の報告 

 日程第４  行政報告 

 日程第５  総務常任委員長報告 

 日程第６  産業建設常任委員長報告 

 日程第７  同意第４４号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 
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 日程第８  同意第４５号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第９  同意第４６号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第10  同意第４７号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第11  同意第４８号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第12  同意第４９号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第13  同意第５０号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第14  同意第５１号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第15  同意第５２号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第16  同意第５３号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第17  同意第５４号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第18  同意第５５号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第19  同意第５６号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第20  同意第５７号  多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

 日程第21  承認第５８号  専決処分事項の承認を求めることについて 

（令和４年度多賀町一般会計補正予算（第１０号）） 

 日程第22  承認第５９号  専決処分事項の承認を求めることについて 

（令和４年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）） 

 日程第23  承認第６０号  専決処分事項の承認を求めることについて 

（令和４年度多賀町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）） 

 日程第24  承認第６１号  専決処分事項の承認を求めることについて 

（令和４年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計補正
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予算（第２号）） 

 日程第25  承認第６２号  専決処分事項の承認を求めることについて 

（令和４年度多賀町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）） 

 日程第26  承認第６３号  専決処分事項の承認を求めることについて 

（令和５年度多賀町一般会計補正予算（第１号）） 

 日程第27  報告第６４号  令和４年度繰越明許費繰越計算書について 

（多賀町一般会計） 

 日程第28  報告第６５号  令和４年度繰越明許費繰越計算書について 

（多賀町農業集落排水事業特別会計） 

 日程第29  報告第６６号  令和４年度多賀町水道事業会計予算繰越計算書につい

て 

 日程第30  報告第６７号  令和４年度多賀町下水道事業会計予算繰越計算書につ

いて 

 日程第31  議案第６８号  多賀町税条例の一部を改正する条例について 

 日程第32  議案第６９号  多賀町印鑑条例の一部を改正する条例について 

 日程第33  議案第７０号  多賀町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例

について 

 日程第34  議案第７１号  令和５年度多賀町一般会計補正予算（第３号）につい

て 

 日程第35  議案第７２号  令和５年度多賀町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて 

 日程第36  認定第７３号  町道路線の認定について 

 日程第37  認定第７４号  町道路線の変更について 

 日程第38  請願第 ２号 国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正

を求める意見書」の提出を求める請願書 

 日程第39  請願第 ３号  地元生産者が販売できる直売所の建設に向けた検討委

員会の設置を求める請願 
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（開会 午前 ９時２７分） 

○議長（松居亘君） ただ今から、令和５年６月第２回多賀町議会定例会を開会いたしま

す。 

                                        

○議長（松居亘君） 本定例会に町長より提出されました案件は、同意案１４件、承認案

６件、報告案４件、議案５件、認定案２件であります。また、議会より提出いたしまし

た案件は、請願２件であります。 

 なお、本日の議事日程を別紙のとおり定めましたので、ご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 

                                        

（開議 午前 ９時２８分） 

○議長（松居亘君） ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますの

で、これより本日の会議を開きます。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、 

    ２番  清 水 登久子 議員    ３番  近 藤   勇 議員 

を指名いたします。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２ 「会期の決定」を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、去る５月２６日開催の議会運営委員会において、

本日６月６日から２１日までの１６日間に決定していただいておりますので、そのよう

にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日から２１日までの１６日間に決定しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３ 「諸般の報告」を行います。 

 次の５点について報告いたします。 

 第１点目は、３月２４日の本会議において可決いたしました精神障害者に対する医療

費助成制度の改善を求める意見書については、滋賀県知事へ提出いたしました。 

 第２点目は、請願については、お手元に配布しております請願文書表のとおり、請願

２件を受理しました。 

 第３点目は、陳情については、お手元に配布しております陳情文書表のとおり、陳情

２件を受理しました。 

 第４点目は、２月、３月、４月に実施された出納検査および定期監査の結果について
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は、お手元に配布しておりますとおり、報告がありました。 

 第５点目は、議員派遣については、お手元に配布しております報告書のとおり、議員

派遣を行いました。 

 これで諸般の報告を終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第４ 「行政報告」を行います。 

 町長から行政報告の申出がありますので、これを許します。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 本日、令和５年第２回多賀町議会定例会を招集させていただきま

したところ、議員の皆様には公私何かとご多用の中ご出席賜り、厚く御礼申し上げます。 

 まず初めに、去る４月２９日には多賀スマートインターチェンジ下り線の開通式、５

月１９日には久徳うぐいすこども園の竣工式を、いずれも多くのご来賓の皆様、関係者

の皆様のご出席を賜り、開催させていただきました。議員の皆様におかれましても、ご

臨席賜り、厚く御礼申し上げます。また、両事業の実施に当たり、ご理解とご協力を頂

きました多くの皆様に改めて感謝を申し上げる次第でございます。両施設ともに多賀町

の発展、活性化、まちづくりには欠かせない施設であり、今後とも住民の皆様の期待に

応えられますよう、努めてまいります。 

 それでは、本定例会の議案の説明と行政の近況をご報告させていただきます。 

 今回、本定例会に提出をいたしました議案は、令和５年度補正予算案をはじめ、合わ

せて３１件でございます。 

 本定例会に提出をさせていただきました議案は、いずれも重要な議案でございます。

慎重な審議を頂き、適切な決議を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 それでは初めに、現時点での令和４年度一般会計決算見込みについてご報告をいたし

ます。詳しくは９月定例会に提出しご説明いたしますので、現時点での概略について申

し上げます。 

 令和４年度一般会計の歳入決算見込額は約６３億８,５００万円、歳出決算見込額は

約５６億７,６００万円となる見込みであります。歳入歳出差引、約７億９００万円と

なり、うち令和５年度に繰り越すべき一般財源約３億７,８００万円を除きますと、実

質収支額は約３億３,１００万円となる見込みであります。 

 次に、各所管での取組であります。 

 企画課所管では、昨年度末に多賀町の公共工事における入札・契約方法について、入

札監視委員会の検証を受けております。検証では、各案件について慎重にご審議を頂き、

随意契約のより一層の適切な運用、競争性の確保に努めるようご意見を頂いたところで

あります。公平・公正・透明性を守り、適正な入札執行に努めてまいります。 

 また、（仮称）結いの森公園整備工事につきましては、現在、敷地造成、雨水排水整
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備を計画どおりに進め、進捗率は約２５％となっております。順次、給排水・電気設備

などの工事を進めており、造園工事につきましては、５月２６日に一般競争入札を執行

し、守山市の株式会社宝山園と２,５３０万円で契約を締結したところであります。工

事期間中は安全管理に努めますとともに、住民の皆様からの要望でもあります遊具の選

定につきましてはご意見を伺う機会を設けるなど、公園整備のコンセプトであります

人・地域・自然を結び、愛される公園を目指し、着実に事業を進めてまいります。 

 次に、大滝地域の活性化では、ＮＰＯ法人おおたき里づくりネットワークと地域おこ

し協力隊が主体となり、移送サービスについての取組が始まりました。５月２７日には

関係区長様、民生委員の皆様に説明を行い、モニターの募集についての依頼がされ、今

後６月から９月にかけて調査を実施されます。公共交通の枠組みだけではなく、公共交

通をきめ細やかに補完する地域主体の互助交通につながる仕組みづくりに期待しており、

町行政といたしましても、ニーズ調査の結果を共有し、共に考えてまいりたいと思って

おります。 

 次に、税務住民課所管では、マイナンバーカードの状況でありますが、本年５月末現

在のカードの所有者数としましては５,８３３人、７７.５％となっております。マイナ

ンバーカードは、コンビニでの証明書発行や行政手続きをオンラインで行うことができ

るなど、多岐にわたる活用が可能となってきております。引き続き、カードを取得され

ていない方に向け、制度の趣旨等の説明、出張申請窓口の開設などによるカードの取得

推奨、普及に努めてまいります。 

 次に、福祉保健課所管では、今年度から新たに高齢者の一般介護予防事業として、認

知症予防を目的とした脳若シャキッと教室を開始しました。毎回定員を大きく上回る参

加状況で、認知症予防への関心の高さがうかがえます。本町におきましては、７５歳以

上で要介護を受けていない方の割合が約７５％あり、滋賀県、全国と比較しても元気な

高齢者が多い状況であります。今後も高齢者の皆さんが介護を必要とせず、元気で暮ら

し続けられることを目指し、取り組んでまいります。 

 また、新型コロナウイルスワクチン接種につきましては、主に６５歳以上の高齢者や

基礎疾患を有する方等を対象に、５月１５日から６月１７日まで、ふれあいの郷におい

て集団接種を実施しております。既に６回の実施が終わっており、６月２日現在で９０

９人の方が接種を受けていただいている状況にあります。 

 次に、産業環境課所管では、環境関係では、４月より資源ごみ回収施設として、中川

原地先でキタセイエコステーションが稼働しております。これまでは月１度の回収であ

りましたが、無料で週３回、火曜日、木曜日、土曜日に持ち込んでいただくことができ

るようになりました。 

 農業関係では、令和３年度から町の特産物化に向けて取り組んでおりますシャインマ

スカットが、今年度、本格的な収穫期を迎えます。８月下旬の初売りを大いに期待して

いるところであります。 
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 また、林業関係では、多賀町の森林資源の循環を加速させるため、今年度、地域おこ

し協力隊を受け入れ動き出しました。林業の活性化は非常にハードルが高いものであり

ますが、引き続き、今まで蓄積してきたノウハウを生かしながら取り組んでまいります。 

 獣害関係では、川相周辺に生息しておりますニホンザルの個体数調整として、今年度

におりの設置、令和６年度に捕獲をする計画で進めております。引き続き、滋賀県猟友

会彦根支部に委託し、シカ等の有害獣の駆除を実施するほか、集落等への支援や各種研

修会の開催など、獣害対策を実施してまいります。 

 商工観光関係では、新型コロナウイルスの感染症法上の分類が５類に移行したことで、

多賀ふるさと楽市やライトアップ事業神あかりなど、各種イベントの開催に向け準備を

進めております。今年度は、ここ数年開催できなかったイベントを開催し、また他団体、

他市町等が行うイベントとも積極的な連携を図り、本町の観光需要の回復、拡大に向け

取り組んでまいります。 

 最後に、教育委員会の所管であります。教育総務課、学校教育課所管では、各学校園

においてコロナ制限が緩和される中、全てを従来の教育・保育活動に戻すのではなく、

子どもたちの確かな成長を促す活動になっているかといった教育的価値を見詰め直し、

より良い教育・保育活動になるよう進めております。 

 修学旅行につきましては、小学校は奈良、兵庫県を活動場所として歴史学習、職業体

験学習に取り組みます。多賀小学校では５月２４、２５日に無事終えることができ、大

滝小学校は９月に実施、中学校は、行き先は未定でありますが、９月に２泊３日で実施

する予定であります。 

 また、就学前教育の充実、待機児童対策として整備を進めておりました久徳うぐいす

こども園につきましては、６月１日より開園し、子どもたちも新しい園舎で元気に過ご

しております。久徳うぐいすこども園の保育教育理念であります一人一人の子どもを大

切に育てる、保護者が安心して預けられるこども園づくりの実現に向け、取組を着実に

進めてまいります。 

 次に、生涯学習課所管でありますが、博物館事業では、第１０次多賀町古代ゾウ発掘

プロジェクトを４月２２日から７日間にわたり実施しました。このプロジェクトには

小・中学生から研究者まで延べ１８２人の方が参加され、採集した化石は貝、昆虫など、

合計３４９点に上りました。あわせて、多賀スマートインターチェンジ開通イベントに

も参加し、アケボノゾウのまち多賀町をＰＲすることができました。 

 図書館事業では、子どもたちの健やかな育ちや命について考えるきっかけづくりとし

て、多賀町内の活動を題材にした著書『命の境界線』が令和５年度児童福祉文化賞推薦

作品に選定された今西乃子さんの展示コーナーを設けました。今後も多賀町の課題に即

した資料の収集、提供を行い、住民の皆様に生涯学習の機会の提供に努めてまいります。 

 以上、６月定例会の開会に当たり、行政の近況について申し上げ、挨拶とさせていた

だきます。 
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 なお、本日提案をさせていただきます議案については、時間の関係上、説明を割愛さ

せていただきますが、提案の都度、説明を申し上げますので、ご審議賜りますようどう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これで行政報告を終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第５ 「総務常任委員長報告」を行います。 

 閉会中における継続調査の結果について報告を求めます。 

 ９番、川添武史総務常任委員長。 

〔総務常任委員長 川添武史君 登壇〕 

○総務常任委員長（川添武史君） 総務常任委員会の閉会中の調査の報告を行います。 

 総務常任委員会は、５月１０日午前９時から１２時まで、委員会室において、執行者

側から町長、教育長、副町長、谷川教育総務課長、伊東学校教育課長、竹田生涯学習課

長、夏原あけぼのパーク館長の出席を求め、委員全員と教育行政方針、各課の取組につ

いて、また多賀小学校では校長、教頭からタブレットを使用した教育の参観と４年度の

北校舎のトイレ改修工事の仕上がり状態、何十年か前に各教室に設置した防犯設備の点

検について説明を受け、質疑をしました。その結果を会議規則の規定により、次のとお

り報告をいたします。 

 最初に、教育長から多賀町の教育方針、学校・園の教育方針１３項目、社会教育方針

３項目、人権教育方針３項目、学校、地域、関係機関と連携、協力し、信頼される安全

安心な学校・園づくりの推進４項目により、知、徳、体における確かな学力を育む、豊

かな心を育む、健やかな体を育む教育を推進していきたいと説明を受けました。 

 多賀町の教育委員会体制は教育長はじめ学校教育課、教育総務課、子ども・家庭応援

センター、放課後児童クラブ、生涯学習課では中央公民館、あけぼのパーク多賀、博物

館、図書館、文化財センター、ささゆり保育園、大滝たきのみやこども園、多賀幼稚園、

６月１日からは久徳うぐいすこども園、多賀・大滝小学校、多賀中学校、また指定管理

をお願いしているＢ＆Ｇ海洋センター、滝の宮スポーツ公園など、多くの施設、職員も

１７０人近くの方々に携わっていただいております。 

 各課における説明では、教育総務課、学校教育課からは、就学前教育で待機児童、特

に３歳以上は出さない取組、働き方改革、保育士不足、防犯・防災、給食、各園の取組、

子育て支援事業、小学校・中学校運営事業では、先生の働き方改革、ＧＩＧＡスクール、

ＩＣＴ支援員、外国語指導員、施設改修予定の説明がありました。 

 生涯学習課では、第２次多賀町生涯学習推進計画に基づき、地域とともに推進を前提

に人権、青少年育成、地域力推進、家庭教育支援、社会教育・生涯学習、文化活動の推

進、スポーツ関係では、部活動の地域移行、２０２５年に滋賀県で開催をされます国ス

ポ、障スポにおいて、多賀町ではデモンストレーション競技として開催されるモルック

競技の推進、Ｂ＆Ｇ海洋をはじめとする社会体育施設の指定管理の期間が５年度末で終
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了することから、次年度における検討時期となっているとの説明を受けました。 

 また、あけぼのパーク多賀内では図書館事業、文化財センター事業、博物館事業を主

に実施され、特に博物館事業では多賀大社、胡宮神社、石仏谷墓石跡地、大滝神社の修

復、国指定天然記念物アケボノゾウ化石多賀標本を前面に出した情報発信などの説明を

受けました。 

 多賀小学校では校長から学校の教育目標、学びの力、豊かな心、健やかな体を自ら培

うことができる、多賀を愛する子どもの育成の目標を実現するための取組、自然環境、

音楽を通しての情操教育に力を入れたいと説明を受けました。また、教頭の案内により、

タブレットを使用したあらゆる教科の実施、外国語教室、改修された北校舎も視察をい

たしました。 

 主な質疑では、保育士不足が問題になっている。新人の離職か、ベテラン職員が多い

のか、何が問題なのか。また、彦根のひかりの森の園長の研修を受けることとなってい

るが、どこが違うのかという問いに対しまして、比較的若い保育士が辞めていく傾向が

ある。昨年度は７名が退職した。辞めていく理由としては、若い保育士とベテラン保育

士との保育観の相違が１つの要因と考えられる。彦根市のひかりの森こども園の園長に

は若手職員の育成に優れていることから管理職に向けた講義をしていただき、風通しの

良い職場にしていきたい。 

 また、多賀小学校の老朽化対策は移転を含めて建て替えも視野に入れて考えるときに

来ていると思うがに対しまして、多賀町には１つの中学校、２つの小学校がある。多賀

小学校北校舎以外はほぼ同時期の建築物である。多賀小学校は近年生徒が増加している。

しかし、大滝小学校は減少している。多賀の子どもは多賀で育てる。多賀町には過去多

くの分校がありましたが、廃校になった施設もたくさんある。子どもたちの育ちにとっ

てどうなのかなど、また小中一貫教育など広がってきている多賀町の実態をしっかり踏

まえて５年、１０年、１５年を見据えてグランドデザインを考えていきたい。 

 また、大滝武道館は利用されていないと聞くが、現在の利用状況は。また、幅広く利

用していただくように努めていただきたいという問いに対しまして、利用者が少ないよ

うであり、町内の団体として空手、剣道など、スポーツ少年団の利用ができないか促し

ていきたいと答弁がありました。 

 また、新聞、テレビ等の報道では不登校児童が増えていると言われているが、多賀町

の現況はという問いに対しまして、不登校児童は多賀小学校にはいません。兆候がある

か見落とさないように注意をしていると答弁がありました。 

 一人一人にあった教育、特別支援教育に力を入れたいとの話であるが、今は１０人に

１人が支援が要る子どもと言われている。特別支援学級の児童は何人なのかの問いに対

しまして、宝学級は知的、自閉情緒等７人で２クラスであり、一律同じ、一斉授業はし

ていない。退職ＯＢなど支援員、町費の講師もいる。側面的に配慮していく体制は取れ

ていると答弁がありました。 
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 多賀小学校の授業参観で特に印象に残ったのは、外国語教室でした。学校の教室であ

れだけ静かで特異な教室はないように思われる。次年度には普通教室に改修される予定

ですが、プレハブ仮教室の建築を早めれば外国語教室として今後も使用できると思われ

る。検討をしていただきたいと思います。 

 以上で総務常任委員会の報告は終わります。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第６ 「産業建設常任委員長報告」を行います。 

 閉会中における継続調査の結果について、報告を求めます。 

 １０番、山口久男産業建設常任委員長。 

〔産業建設常任委員長 山口久男君 登壇〕 

○産業建設常任委員長（山口久男君） 閉会中における産業建設常任委員会の所管事務調

査報告を行います。 

 ５月２２日午後１時３０分より、委員全員と議長、執行者側より町長、副町長、藤本

地域整備課長、岸本地域整備課長補佐の出席を求め、委員会を開きました。 

 地域整備課所管について、令和５年度地域整備課所管の道路河川系事業および前年度

からの繰越事業、令和５年度上下水道事業、令和５年度湖東土木事務所所管土木事業に

ついて説明を受けました。 

 以下、説明を受けた内容を申し上げます。 

 令和５年度地域整備課所管の道路河川系事業について、（１）多賀スマートインター

チェンジアクセス道路上り線は測量設計等、（２）改良工事では敏満寺、仮谷大門線、

測量設計では多賀本町向山町線（旧遠藤邸跡地関連）の現道拡幅、佐目南後谷線の落石

対策であります。（３）舗装工事は敏満寺多賀高宮線、（４）通学路では敏満寺本線のグ

リーンベルト、路面標示、多賀月之木線の交差点改良、路面標示、岡山団地神田線の歩

道整備であります。（４）町道事業急傾斜地では萱原地区第２工区の落石防護でありま

す。（５）地籍調査では多賀地区、梨ノ木地区であります。 

 次に、前年度からの繰越分について、（１）多賀スマートインターチェンジアクセス

上り線の測量設計等、また、多賀高宮線舗装打ち換えであります。 

 次に、令和５年度上水道事業について、（１）老朽管更新事業として楢󠄀崎地区配水管

敷設替工事（第３工区）、移設補償として多賀地区配水管移設工事、（２）施設整備は町

道一円ダム線ほか２線舗装本復旧工事、町道多賀四手線舗装本復旧工事であります。 

 令和５年度湖東土木事務所所管土木事業計画（概要）について申し上げます。 

 道路関係では、（１）県道佐目敏満寺線（多賀スマートインターチェンジ）補助道路

整備事業での用地補償、修正設計、文化財調査、改良工事、（２）県道多賀永源寺線樋
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田地先の単独道路改築事業での橋梁予備設計、地質調査、（３）国道３０７号多賀敏満

寺の単独道路改築事業での予備設計、計画協議であります。維持補修について、（１）

県道多賀高宮線の舗装改善工事、（２）国道３０６号多賀久徳工区の橋梁予備および詳

細設計と歩道の詳細設計であります。（３）国道３０６号佐目工区の消雪更新工事と舗

装工事であります。（４）国道３０６号多賀工区の暫定工事であります。国道３０６号

大君ケ畑地区での法面対策、落石対策、洞門修繕工事、国道３０６号多賀区無名橋の橋

梁修繕設計であります。 

 河川砂防関係では、（１）みずべみらい再生事業は犬上川、佃川、太田川であり、河

川改良では芹川、犬上川の護岸工事など、（２）砂防関係では急傾斜地崩壊対策事業な

どであります。（３）芹谷地域振興事業では多賀醒ヶ井線補助道路整備事業などであり

ます。 

 以上の事業概要説明の後、多賀スマートインターチェンジ事業上り線を視察し、その

後、萱原地区第２工区急傾斜地崩壊対策事業の現地視察を行いました。多賀スマートイ

ンターチェンジ上り線の工事現場においては、中日本高速道路株式会社名古屋支店彦根

保全・サービスセンター工事担当課長青木氏から工事概要と進捗状況などの説明を受け

ました。 

 次に、質疑の主なものについて申し上げます。 

 多賀スマートインター上り線の調整池の設計についての質疑に対し、５０年に１度降

る確率の大雨を受けることができ、放出時は３年に１度降る確率の大雨と同等の量だけ

を放出するといった流量調整能力を有するよう設計しておりますとの答弁がありました。 

 多賀高宮線について、沿道の工場の正門出入口付近で重量トラックの出入りも激しく

舗装の傷みがひどくなっているが、道路状況、舗装修繕はどうなっているのかとの質疑

に対し、交通量も多く、事前に現状の道路状況、地盤も調査した上で、舗装の打ち換え

を行い適切な維持管理に努めたいとの答弁がありました。 

 下水道管の敷設した部分の舗装が傷んでいることについての質疑に対し、下水道事業

は２０年以上経過しています。一定期間は仮舗装し、自然沈下も見込み、その後に本復

旧工事をしております。事業完了後数年が経過し、地盤の悪いところでは舗装が波打ち、

傷みがひどいところは下水道事業の施工箇所に限ったものとは言えないため、道路補修

として対処いたします。ただし、水道事業の布設替工事については毎年実施しています

が、舗装の本復旧工事が遅れており、今年度実施予定の一円地先の舗装本復旧箇所につ

いては平成２７年から２８年に布設替工事を実施した箇所ですとの答弁がありました。 

 佐目南後谷線の落石対策について、計画では３０ｍになっているが、１０ｍ程度の延

長はできないかとの質疑に対し、今年度に測量設計をし、南後谷区と協議をさせてもら

いながら進めていきますとの答弁がありました。 

 旧遠藤邸の付近の拡幅工事について、用地確保はできているのかとの質疑に対し、４.

５ｍの道路とするための用地が確保されている境界を確認して道路工事をすることにな
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りますが、旧遠藤邸とかぎ楼の土地の区間のみ用地が確保されており、その区間のみ道

路拡幅を行うものですとの答弁がありました。 

 岡山団地神田線の歩道整備について、いつまでに完了できるのかとの質疑に対し、一

部用地取得交渉も必要なところがあり、できる分から整備していきたいとの答弁があり

ました。 

 芹川河川改良事業について、令和５年度の護岸工事の延長は何メートルかとの質疑に

対し、令和４年度の延長は１００ｍであり、令和５年度も同じく１００ｍの延長で工事

予定であり、６年から７年にかけて上流に向けて護岸工事が進められる計画ですとの答

弁がありました。 

 多賀醒ヶ井線補助道路整備事業の久徳工区については、県は道路幅を狭めてでも工事

を進める方向かとの質疑に対し、昨年度から地元を含め協議をしております。県は道路

幅を狭めて施工していく形で今年度修正設計に入り、夏頃には地元の方にご説明ができ

るぐらいの状態になるのではないかと県に確認をしておりますとの答弁がありました。 

 以上で閉会中における産業建設常任委員会の報告を終わります。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第７ 「同意第４４号 多賀町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについて」から日程第２０ 「同意第５７号 多賀町農業委員会委員の

任命につき同意を求めることについて」は、いずれも多賀町農業委員会委員の任命につ

いてでありますので、一括議題といたします。 

 １４案について、提案者の説明を求めます。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 同意第４４号から同意第５７号の多賀町農業委員会委員の任命に

つき同意を求めることについて、一括してご説明申し上げます。 

 今回お願いをします同意案件は、現農業委員会委員の任期が令和５年７月１９日に満

了することを受け、新たな多賀町農業委員会委員の選出につきまして、議会の同意をお

願いするものでございます。 

 委員の選任につきましては、去る４月１３日、外部委員を含む委員７名による評価委

員会を開催し、各評価委員が応募内容や日頃の農業に対する取組などを確認し、評価を

行いました。この結果を参考に、次の定数の１４名を選任するため、農業委員会等に関

する法律第８条第１項の規定に基づき、議会の同意をお願いいたしたく存じます。なお、

次期農業委員の任期につきましては、令和５年７月２０日から令和８年７月１９日まで

の３年間となります。 
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 それでは、順次説明をいたします。議案書の１ページをご覧ください。 

 同意第４４号、久徳在住の夏原晃久氏は、地域の農業関係団体の役員を歴任され、現

在は農事組合法人きゅうとく営農の参事を務められており、認定農業者である法人の業

務を執行する役員をされております。 

 次に、同意第４５号、敏満寺在住の田中栄一氏は、現農業委員会委員で、地域の農業

関係団体の役員を歴任され、現在、農事組合法人清涼グリーンファームの代表理事を務

められています。 

 続きまして、同意第４６号、土田在住の土田勝一氏は、地域の農業関係団体の役員を

務められ、現在、土田営農組合の理事で、認定農業者である団体の業務を執行する役員

をされています。 

 同意第４７号、猿木在住の古川善久氏は、現農業委員会委員で、農事組合法人猿木楽

らくファームの代表理事を務めておられ、認定農業者である法人の業務を執行される役

員をされています。 

 同意第４８号、川相在住の木下秀行氏は、現農業委員会委員で、特に山間地域の農業

に取り組まれており、自ら山間部の農地を耕作されております。 

 同意第４９号、八重練在住の小菅利英氏は、八重練営農生産組合長をはじめ、地域の

農業関係団体の役員を務められております。 

 同意第５０号、富之尾在住の田中昭男氏は、現農業委員会委員で、地域の農業関係団

体の役員を務められ、農事組合法人富之尾ファームの理事であり、認定農業者である法

人の業務を執行する役員をされています。 

 同意第５１号、八重練在住の中西智惠美氏は、現農業委員会委員で、多賀町内の空き

家対策や農地の利活用に取り組み、また、八重練集落において、エゴマや麦の栽培に関

わられておられます。 

 同意第５２号、土田在住の土田雅孝氏は、現農業委員会委員で、多賀土地改良区の副

理事長を務められておられ、土地改良事業を手がけられた方で、土地改良事業の豊富な

知識をお持ちの方であります。 

 続きまして、同意第５３号、多賀在住の田中伸幸氏は、現農業委員会委員で、現在５

４歳と、農業委員会委員の応募者では最も若く、認定農業者であります。 

 同意第５４号、中川原在住の岸本としゑ氏は、認定農家ではありませんが、家族経営

農家の女性農業者として農業に従事され、野菜直売所もんぜん市の会員として活動され

ておられます。 

 同意第５５号、敏満寺在住の小菅建次氏は、現在、農業委員会会長としてご活躍を頂

いており、多賀町特産物振興連絡協議会の会長や農事組合法人清涼グリーンファームの

役員を歴任されています。 

 続きまして、同意第５６号、敏満寺在住の大町孝良氏は、平成３０年から認定農業者

として農業に従事され、自ら約７５０ａを耕作されており、農業経営に熱心な方であり
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ます。 

 最後になりますが、同意第５７号、一ノ瀬在住の大道たか子氏は、認定農家ではあり

ませんが、女性農業者として山間地域の農業に従事され、野菜の加工、販売にも取り組

まれておられます。 

 以上、１４名の多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについての説明

とさせていただきます。ご審議よろしくお願いをいたします。 

○議長（松居亘君） これより１４案について質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより「同意第４４号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第４４号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第４４号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第４５号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第４５号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第４５号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第４６号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第４６号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 
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〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第４６号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第４７号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第４７号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第４７号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第４８号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第４８号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第４８号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第４９号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第４９号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第４９号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第５０号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５０号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５０号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第５１号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５１号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５１号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第５２号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５２号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５２号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第５３号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５３号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５３号は同意することに決定
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しました。 

 これより「同意第５４号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５４号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５４号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第５５号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５５号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５５号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第５６号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「同意第５６号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５６号は同意することに決定

しました。 

 これより「同意第５７号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 
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 「同意第５７号 多賀町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて」は、

同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、同意第５７号は同意することに決定

しました。 

 暫時休憩いたします。 

 再開は議場の時計で１０時３５分といたします。 

（午前１０時２１分 休憩） 

                                        

（午前１０時３５分 再開） 

○議長（松居亘君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第２１ 「承認第５８号 専決処分事項（令和４年度多賀町一般会計補正予算

（第１０号））の承認を求めることについて」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 

○副町長（小菅俊二君） 「承認第５８号 専第５号の令和４年度多賀町一般会計補正予

算（第１０号）について」、ご説明申し上げます。 

 今回の補正予算案は、１７ページの第１条に記載のとおり、既定の歳入歳出予算の総

額から１億２,５１８万５,０００円を減額し、結果、令和４年度最終予算は歳入歳出そ

れぞれ６２億６,１０７万円となったものでございます。 

 この補正予算の内容は、年度末におきまして例年のとおり歳入歳出ともに各款におい

て精算補正を行った上で収支額の調整を図ったもので、地方自治法１７９条第１項の規

定に基づいて、去る３月３１日付をもって専決処分をさせていただきましたので、報告

をいたし、承認をお願いするものでございます。 

 それでは、主な内容につきまして、まず第２条の繰越明許費は、２３ページの第２表、

繰越明許費の追加でございまして、一昨年の豪雪で被害家屋の修繕支援について、今な

お施工の遅延により修繕が完了できない家屋があるために、助成額を調整した上で次年

度への繰越しをしたものでございます。 

 次に、第３条の地方債補正は、２４ページ、第３表、地方債補正の変更でございまし

て、久徳うぐいすこども園の整備事業費あるいは単独道路改良事業費を調整し、既定の

充当率でもって算出した額をそれぞれ限度額として定めたもので、減額補正をしており

ます。 

 次に、２７ページの事項別明細書をお願いします。順次、主なものにつきましてご説

明申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 



－１９－ 

 １０款の地方譲与税から２９ページの３７款の新型コロナウイルス感染症対策地方税

減収補填特別交付金まででございますが、それぞれ額の確定により既定予算額を調整し

たものでございます。中でも２５款の地方交付税は、特別交付税の額が確定し８,０１

６万６,０００円を増額して、特別交付税総額は２億８,０１６万６,０００円となり、

令和３年度決算より１,３１９万１,０００円の増額となりました。一昨年の豪雪による

被害家屋の支援やスマートインターチェンジ整備関連での本町の特殊事業が反映された

ものと思っております。 

 ３０ページ、５０款の国庫支出金から３２ページの５５款県支出金までは、それぞれ

事業実績に基づき既定の補助率でもって補助金の調整を行ったもので、国庫支出金４,

１９２万２,０００円、県支出金で３,６４５万７,０００円を減額いたしております。 

 ６５款寄附金はふるさと納税分の精算でございまして、町内企業の製造品の返礼品が

好調で、全国４７都道府県から４,１１０名の方から納付を頂きました。令和３年度は

７８６名の方からでございまして、納付額においては４.８倍、寄付者数は５.２倍の伸

びでございました。 

 ７０款繰入金は、久徳うぐいすこども園の建設事業費の精算により財源充当分の繰入

れを最終調整し７,９７５万２,０００円を減額し、一般財源不足分においても５,４３

７万１,０００円を減額し、結果、４年度におきましても子ども園の整備費への充当額

を除く一般財源不足額に対しての繰入れをすることなく、最終予算となりました。 

 ７５款繰越金は、令和３年度決算における実質収支額２億３,９９６万円を全額精算

したものでございます。 

 ８０款諸収入では、大きなものとして保育園の運営費の調整額でございます。 

 ３４ページ、８５款町債につきましては、第３表、地方債補正の変更を目ごとに再掲

したもので、総額１,４００万円を減額しております。令和４年度地方債発行協議済額

は５億８,１１２万８,０００円となってございます。 

 続きまして、歳出につきまして、主なものをご説明申し上げます。 

 ５款の議会費では、コロナウイルス感染症が収まらず、日置市と三朝町との交流研修

を中止しての減額でございます。 

 １０款の総務費では、５項総務管理費のところでは、それぞれ事業費の精算を行い減

額したもので、報酬額はワクチン接種事業へ振り替えての減額となっています。総務費

総額２,８８５万４,０００円を減額しております。 

 ３７ページ、１５款の民生費のところでは、それぞれ実績による事業費の精算でござ

いますが、住民税非課税世帯への臨時給付金は５７５世帯に交付をしております。３８

ページの子育て世帯生活支援特別給付金は５９人に交付をしております。認定こども園

建設費では、最終事業費を調整して精算したものでございます。これら民生費におきま

して１億２,４９２万７,０００円を減額しております。 

 ４０ページ、２０款の衛生費におきましても、各種がん検診やコロナワクチン接種の
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委託料などの精算による減額でございます。 

 ２５款農林水産業費におきましても、それぞれに事業の精算によるものでございまし

て、４１ページの有害鳥獣駆除業務につきましては、９月より駆除を開始したこともあ

り３２０万円の減額をしておりますが、シカ３７５頭の駆除を行っております。これら

農林水産業費総額では２,３７３万２,０００円の減額補正でございます。 

 次のページ、３０款商工費では、コロナ禍においてふるさと楽市を中止しての減額で

ございます。 

 ３５款土木費では、除雪対策費の追加に１６３万４,０００円や下水道料金の増加も

あっての下水道事業会計への繰出金の減額など、土木費総額で３,３２７万１,０００円

を減額しております。 

 ４０款消防費では、常備消防費で、彦根市消防署に委託している経費につきましては、

人件費の減額などで２,５２１万９,０００円を減額したものでございます。 

 次に、４５款の教育費では、人件費や通学バス運行費用などの減額で、教育費総額で

は１,２２２万７,０００円の減額となってございます。 

 ５５款公債費は、利子の精算で減額したものと、最後の６０款諸支出金では、本補正

で収支額を調整し財政調整基金に１億５,５９１万７,０００円を積み立て、ふるさと納

税額もまちづくり基金に積立てをしたものでございます。結果、４年度末の財政調整基

金現在高は１２億３,４５０万円で、まちづくり基金は８,５６０万円となっています。 

 以上、令和４年度の最終予算となります多賀町一般会計補正予算（第１０号）の専決

処分事項の報告とさせていただきますが、４年度の年間予算におきましては、起債の未

償還額は依然として多額であるものの、単年度収支予算においては、長期債の元金償還

額４億７,５１０万円で、新規地方債の発行額４億３,１１０万円の決算見込みとなり、

４,４００万円起債借入残高を減少し、うぐいすこども園の建設費の財源充当額４億６

００万円分を除いた最終収支調整額で財政調整基金から一般財源不足分の繰入れをする

ことなく、その上で１億５,６００万円を積み立てることができ、このことは地方公共

団体の財政の健全化に関する法律による財政指標であります実質公債費比率や将来負担

比率などを意識しての財政の健全化に努めることができ、令和４年度決算において明ら

かになりますが、健全な予算執行ができたものと思っておりますので、よろしくご承認

を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

 山口議員。 

○１０番（山口久男君） 今、副町長の方から説明を受けました。全員協議会でも質問を

受けましたので、大体のことは分かっておりますけれども、基金のことについてお尋ね

いたします。 

 全協でも、先ほど説明でもございましたように、令和４年度財政調整基金が１２億３,

４５０万円。この財政調整基金の金額について、多賀町の財政規模からいって適切なの
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かどうか。もちろんそれは財政調整基金ですので、このお金があればほかの事業にも回

すこともできるし、突発的な財政支出が必要なときには、この財政調整基金を使って町

民の暮らし、福祉を守ることができる。そういう意味での財政調整基金だと思いますの

で、この基金について、どのように考えておられるのか、適切なのかどうか、他の市町

に比べてどの程度、財政調整基金の金額の今の現状について、考えを伺っておきたい。

この１点だけお聞きをいたします。 

○議長（松居亘君） 小菅副町長。 

○副町長（小菅俊二君） ただいまのご質問にお答えをいたしたいと思います。 

 財政調整基金につきましては、これははっきりとした決まりはございません。ただ、

言われておりますのが、標準財政規模に対しまして１％ないし２％というふうになって

おりますので、多賀町の場合３０億円、標準財政規模でございますので、２％としても

６億円。それが標準的な上限の数値ぐらいになるのかなというのが、おおむねの財政の

規律としてそのように言われております。それからすれば、２倍の財政調整基金を持っ

ております。これは、近い将来には大きなまた事業費が控えておりますので、それに財

源充当をしていくということで、これらにつきましては、あくまでも調整でございます

ので、ある程度余裕を持って行っているということでご理解を頂きたいと思います。 

○議長（松居亘君） 山口議員。 

○１０番（山口久男君） 大体分かりましたけれども、この金額については、今、副町長

答弁されたように、財政規模からいえば約２倍近い財政調整基金を持っているんだと。

多賀町の財政状況は他の市町に比べてどうなのかというのをお聞きしましたけれども、

今後、令和５年度には財政調整基金を崩してというか繰入れをしてやるということです

けれども、令和５年度の状況はどうなのか。その辺について、もし、予算の話ですけれ

ども、見通しはどうなのか併せてお聞きしたい。その点だけお聞きをいたします。 

○議長（松居亘君） 小菅副町長。 

○副町長（小菅俊二君） お答えをいたします。 

 この先の事業につきましては、いろいろとまた大きな事業を控えております。たちま

ちにつきましては、令和５年度多賀小学校の普通教室が足りませんので、それを２教室

増築をしなければならない。これにつきましては、国庫補助金、当然ございますけれど

も、そのあとの残りにつきましては財調から入れざるを得ないというような状況もある

かと思います。また、長年懸案事項であります防災行政無線の在り方につきましても、

どのようにしていくのか。これは起債もございますけれども、起債対象外というのもお

そらく出てくるだろうと思っております。また、そのほか、公共施設におきます老朽化

した建物の補修工事、これらもございます。大滝で言いますと武道館の屋根が相当傷ん

でおります。これらの補修があと残っております。また、多賀小学校の今度は本校舎を

どうするのかというような大きな問題も抱えているところでございますので、やはり将

来を見越して計画も立てていかなければならない。そのための財調だというふうには認
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識をいたしております。 

○議長（松居亘君） ほかに質疑される方、いらっしゃいますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「承認第５８号 専決処分事項（令和４年度多賀町一般会計補正予算（第１０号））

の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、承認第５８号は承認することに決定

しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２２ 「承認第５９号 専決処分事項（令和４年度多賀町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号））の承認を求めることについて」を議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅税務住民課長。 

〔税務住民課長 小菅俊二君 登壇〕 

○税務住民課長（小菅俊二君） 「承認第５９号 専第６号 令和４年度多賀町国民健康

保険特別会計補正予算」につきまして、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、

令和５年３月３１日付をもって専決処分させていただきましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認をお願いするものでございます。 

 議案書の４９ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、保険給付費の額および国民健康保険事業費納付金の額の確定に伴う予

算措置等を行ったもので、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１,２２０万円を減

額し、歳入歳出それぞれ８億８,４７０万円とするものでございます。 

 ５４ページ、事項別明細書の歳入からご説明申し上げます。 

 ５款５項の国民健康保険税は、新型コロナウイルス感染症対策における国民健康保険

税の減額措置分が財政支援として１０分の１０交付されることに伴い１２５万８,００

０円減額するものでございます。 

 ２５款５節の保険給付費等交付金（普通交付金）は、保険給付費が減額したため、県

交付金も減額することに伴い１,１００万円減額。１０節の保険給付費等交付金（特別

交付金）は、新型コロナウイルス感染症対策における国民健康保険税の減額措置分が財

政支援として１０分の１０交付されることに伴う１２５万８,０００円の受入れと、特
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定検診等受診率向上対策事業に不用額が出たため、県交付金を減額することに伴う１２

０万円の減額で、差引き計５万８,０００円を受け入れるものでございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。議案書の５５ページをお願いします。 

 １０款５項の療養諸費、５目の一般分療養給付費は、保険給付費の増額に伴い６００

万円増額。１５目の一般分療養費は、保険給付費の減額に伴い１５０万円減額するもの

でございます。１０項の高額療養費は、高額療養費の減額に伴い１,５５０万円減額す

るものでございます。 

 ２２款５項の医療給付費分、議案書の５６ページ、１０項の後期高齢者支援金等分、

１５項の介護納付金分は、新型コロナウイルス感染対策における国民健康保険税の減額

措置分を財政支援として受け入れたことに伴い、財源内訳を一般財源から国・県支出金

に振り替えるものでございます。 

 ２６款５項の保健事業費は、特定検診等受診率向上対策事業委託料に不用が出たこと

に伴い１２０万円減額するものでございます。 

 令和４年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算についての説明は以上でございます。

ご承認のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「承認第５９号 専決処分事項（令和４年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願い

ます。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、承認第５９号は承認することに決定

しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２３ 「承認第６０号 専決処分事項（令和４年度多賀町介

護保険事業特別会計補正予算（第２号））の承認を求めることについて」を議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 林福祉保健課長。 

〔福祉保健課長 林優子君 登壇〕 

○福祉保健課長（林優子君） 「承認第６０号 専第７号の令和４年度多賀町介護保険事
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業特別会計補正予算（第２号）」につきまして、地方自治法第１７９条第１項の規定に

より、去る３月３１日付で専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定に

よりご報告し、議会の承認をお願いするものでございます。 

 議案書５９ページをお願いいたします。 

 令和４年度の介護保険事業につきましては、当初、新型コロナウイルス感染症の影響

は改善されるであろうとの見込みをしておりましたが、令和４年度も新型コロナウイル

ス感染症の影響が継続したことと要介護認定者数が横ばいで推移したことなどから、当

初の見込みよりも給付費が下がったことにより、今回、令和４年度の実績に伴い、歳入

歳出額の過不足を精算させていただくもので、第１条記載のとおり、既定の歳入歳出予

算総額から歳入歳出それぞれ５,４２６万６,０００円を減額し、歳入歳出それぞれ８億

６,１７１万９,０００円とするものです。 

 それでは、議案書６４ページ、事項別明細書にて歳入からご説明いたします。 

 １５款国庫支出金、介護給付費負担金につきましては、居宅介護サービス給付費等の

給付費分の２０％と施設介護サービス給付費分の１５％の負担率相当額を合わせまして

１,１３０万円の減額でございます。 

 次に、１０項国庫補助金、５目調整交付金は３１８万円の減額。 

 ２０款支払基金交付金は１,６２０万円の減額でございます。 

 ２５款県支出金、介護給付費県負担金は、居宅介護サービス給付費等の給付費分１２.

５％と施設介護サービス給付費分の１７.５％の負担率相当額となりますが、合わせて

８２０万円の減額。 

 ６５ページに移りまして、３０款繰入金の５項一般会計繰入金、５目介護給付費繰入

金は、介護給付費の町負担分１２.５％相当額となりますが、７５０万円を減額、１０

目その他一般会計繰入金につきましては、事務費繰入金８００万円を減額、合わせて１,

５５０万円を減額いたします。１０項基金繰入金の介護給付費準備基金繰入金は７８８

万６,０００円を予定しておりましたが、不用となりましたので全額を減額いたします。 

 ４５款繰越金につきましては、当初予算よりも大きく繰越金があったことから８００

万円増額いたします。 

 次に、６６ページ、歳出についてご説明申し上げます。 

 ５款総務費につきましては、先ほどの事務費繰入金８００万円のうち、一般管理費に

充当する１００万円を減額。 

 １０款介護給付費、５項介護サービス等諸費につきましては、先ほど申し上げたとお

り、当初の見込みよりも給付費が下回ったため減額させていただくものです。５目居宅

介護サービス給付費は、特に令和４年度はサービス付高齢者住宅や介護付有料老人ホー

ムなどの特定施設入居者生活介護の給付費が大きく減少したことなどもあり、給付費１,

８００万円を減額、１２目地域密着型介護サービス給付費では、認知症対応型通所介護

とファミリーステーション多賀などで提供するサービスの給付費が減少し、１,４００
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万円の減額、１５目施設介護サービス給付費は、３施設の中でも特に介護老人保健施設

の給付費が減少し、１,４００万円を減額、合計４,６００万円の減額をさせていただく

ものです。 

 次に、１０款２０項５目高額介護サービス費につきましては２００万円の減額。 

 ６７ページに移りまして、３０項５目特定入所者介護サービス費では、施設介護サー

ビスの利用の減少に伴い１,２００万円を減額。 

 １７款地域支援事業費につきましては、先ほどの事務費繰入金８００万円のうち、１

０項５目介護予防・生活支援サービス第１号事業費に充当する１００万円を減額し、２

０項５目地域包括支援センター運営費に充当する６００万円を減額。 

 ６８ページに移りまして、２０款５項基金積立金の介護給付費準備基金積立金につき

ましては、介護給付費が見込みよりも下回ったため５７３万４,０００円を基金に積み

立てることになり、令和４年度末の準備基金の残高は９,０４５万１,７８０円となる見

込みでございます。 

 以上、報告とさせていただきますので、よろしくご承認いただきますようお願い申し

上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「承認第６０号 専決処分事項（令和４年度多賀町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願い

ます。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、承認第６０号は承認することに決定

しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２４ 「承認第６１号 専決処分事項（令和４年度多賀町後

期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号））の承認を求めることについて」を議題

とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅税務住民課長。 

〔税務住民課長 小菅俊二君 登壇〕 

○税務住民課長（小菅俊二君） 「承認第６１号 専第８号 令和４年度多賀町後期高齢
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者医療事業特別会計補正予算」につきまして、地方自治法第１７９条第１項の規定に基

づき、令和５年３月３１日付をもって専決処分させていただきましたので、同条第３項

の規定によりご報告し、議会の承認をお願いするものでございます。 

 議案書の７１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、後期高齢者医療広域連合納付金の額の確定に伴う予算措置を行ったも

ので、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ８１０万４,０００円を減額し、歳入歳

出それぞれ１億１,２７１万２,０００円とするものでございます。 

 ７６ページ、事項別明細書の歳入からご説明申し上げます。 

 ５款５項の後期高齢者医療保険料は、広域連合負担金（保険料分）の減額に伴い４６

８万３,０００円減額するものでございます。 

 １５款５項の一般会計繰入金、保険基盤安定繰入金は、広域連合負担金（基盤安定繰

入分）の確定に伴い３４２万１,０００円減額するものでございます。 

 次に、歳出についてご説明します。議案書の７７ページをお願いいたします。 

 １０款５項の後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合負担金の額の確定に伴い、

広域連合負担金（保険料分）４６８万３,０００円、広域連合負担金（基盤安定繰入

分）３４２万１,０００円減額するものでございます。 

 令和４年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計補正予算につきましての説明は以上で

ございます。ご承認のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「承認第６１号 専決処分事項（令和４年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第２号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立

願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、承認第６１号は承認することに決定

しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２５ 「承認第６２号 専決処分事項（令和４年度多賀町農

業集落排水事業特別会計補正予算（第１号））の承認を求めることについて」を議題と

します。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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 藤本地域整備課長。 

〔地域整備課長 藤本一之君 登壇〕 

○地域整備課長（藤本一之君） 「承認第６２号 専第９号 令和４年度多賀町農業集落

排水事業特別会計補正予算（第１号）について」、ご説明を申し上げます。 

 議案書７９ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、令和４年度に完了いたしました業務において入札差金が生じたこ

とによる予算残に対する減額、ならびに施設更新工事において設置する機材の納入が遅

延することが確認されたため、令和５年度に繰り越して施工するもので、第１条記載の

とおり、既定の歳入歳出の予算の総額から歳入歳出それぞれ３１０万円を減額し、歳入

歳出それぞれ６,６２６万３,０００円とするものでございます。 

 第２条記載の繰越明許費では、議案書８２ページの第２表により、令和４年度におい

て施工しておりました萱原処理場の施設更新工事におきまして、更新する機材において

納入が大幅に遅延する見込みとなりましたので、事業費４９０万円を令和５年度に繰り

越して実施するものでございます。 

 第３条、地方債の補正では、議案書８３ページの第３表のとおり、予算の減額に伴い

限度額の補正を行うもので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、去る３月３

１日付をもって専決処分とさせていただきましたので、同条第３項の規定により議会の

承認をお願いするものでございます。 

 それでは、事項別明細書にてご説明を申し上げます。議案書は８６ページをお願いい

たします。 

 歳入につきまして、４５款町債、５項５目公営企業会計適用債では、予算の減額に伴

う限度額の補正を、充当率１００％であることから、同額の３１０万円減の２４０万円

とするものでございます。 

 議案書８７ページの歳出につきまして、１０款事業費、５項５目農業集落排水事業費

では、地方公営企業法適用移行支援業務委託におきまして、入札差金により当初予算に

残額が生じたため３１０万円を減額し、３,０５７万円とするものでございます。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「承認第６２号 専決処分事項（令和４年度多賀町農業集落排水事業特別会計補正予
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算（第１号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願

います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、承認第６２号は承認することに決定

しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２６ 「承認第６３号 専決処分事項（令和５年度多賀町一

般会計補正予算（第１号））の承認を求めることについて」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 

○副町長（小菅俊二君） 「承認第６３号 専第１０号の令和５年度多賀町一般会計補正

予算（第１号）について」、ご説明申し上げます。 

 本補正は、令和５年度における新型コロナウイルスワクチンの接種事業の全容が確定

し、春接種に向けて速やかにその体制を整え、接種ができるように予算化を行ったもの

と、また、クレーム対応弁護士費用を合わせて４月１日付で専決処分の補正をさせてい

ただいたものでございます。 

 今回の補正につきましては、８９ページ、第１条のとおり、既定の歳入歳出予算の総

額に４,２２９万６,０００円を追加いたし、歳入歳出ともに５０億１,４２９万６,００

０円となっております。 

 それでは、９４ページの歳入でございます。 

 ５０款国庫支出金で、医師等の報償費や傷害保険料などの対象経費の負担金８５８万

１,０００円や、コールセンターの設置委託料などの接種の事前準備経費に充当する補

助金３,２８８万８,０００円をそれぞれ受け入れるものでございます。 

 ７５款繰越金６０万円は、本補正に要する財源として充当したものでございます。 

 ８０款諸収入は、町外に住民票を置いている方が当町でワクチン接種を受けた際の費

用を受け入れるものでございます。 

 次に、歳出でございますが、１０款総務費はクレーム対応の弁護士の委託料として６

０万円を計上したものです。 

 ２０款衛生費では、春のコロナワクチン接種事業費でありまして、９６ページにかけ

て高齢者や基礎疾患を有する方などへの接種に要する費用を計上したもので、医師や看

護師の人件費や事務員の費用、またコールセンターの設置費用や受診券の発行業務など、

合わせて４,１６９万６,０００円を計上しております。 

 以上、令和５年度一般会計補正予算（第１号）の専決処分事項の報告とさせていただ

きます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「承認第６３号 専決処分事項（令和５年度多賀町一般会計補正予算（第１号））の

承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、承認第６３号は承認することに決定

しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２７ 「報告第６４号 令和４年度（多賀町一般会計）繰越

明許費繰越計算書について」を議題とします。 

 本案について、提案者の報告を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 

○副町長（小菅俊二君） 「報告第６４号 令和４年度繰越明許費繰越計算書について」、

ご説明申し上げます。 

 令和４年度の一般会計の繰越事業につきましては、総務費、民生費、農業費、林業費、

商工費、土木費、消防費、教育費の１４項目にわたっての事業でございまして、総事業

費１２億３,７４６万７,０００円のうち７億８,１９９万８,０００円を令和５年度へ繰

り越しいたしましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に基づき、繰越計

算書を調製して報告させていただきます。 

 事業の内容については、３月定例議会および３月３１日付専決補正において都度ご説

明申し上げ、繰越明許費を議決いただいたものでございまして、事業の進捗に合わせて

繰越明許費議決金額内で繰越額を確定させ、それぞれの財源を調整したもので、まず、

総務費では、公用車購入は自動車メーカーの状況を見極めての納車とし、物価高騰生活

支援給付金は５月末で交付を終了しております。 

 民生費では、出産・子育て応援事業は来年３月の年度末まで、久徳うぐいすこども園

の整備は５月末で完了しております。 

 農業費では、農業地域整備計画の策定については年末を、佃池の改修計画の策定は５

年度予算と合算して年度末を、林業費の下山林道の隧道工事は９月末をそれぞれ完了予

定としております。林道御池線の復旧事業は４月末で完了しております。 

 商工費のがんばる商店応援事業は１店舗の新設ですが、開発手続きの遅延で年末の予

定でございます。 
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 土木費では、スマートインターチェンジ上り線の整備事業や町道多賀高宮線の舗装は

年度末の完了を予定し、都市公園の整備事業は年末までの工期であります。 

 消防費では、豪雪の被害家屋の修繕支援として、１０月末で終了を予定しております。 

 教育費のあけぼのパーク多賀の受変電設備の更新事業は、遠くない日の納品次第でと

請負業者とは調整をいたしております。 

 なお、それぞれ事業の財源内訳につきましては、計算書のとおり補助基準、起債充当

算定に基づいて、特定財源と一般財源の金額を明記しております。 

 以上、報告とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 「報告第６４号 令和４年度（多賀町一般会計）繰越明許費繰越計算書について」の

報告を終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２８ 「報告第６５号 令和４年度（多賀町農業集落排水事

業特別会計）繰越明許費繰越計算書について」を議題とします。 

 本案について、提案者の報告を求めます。 

 藤本地域整備課長。 

〔地域整備課長 藤本一之君 登壇〕 

○地域整備課長（藤本一之君） 「報告第６５号 令和４年度多賀町農業集落排水事業特

別会計の繰越明許費繰越計算書について」、ご説明申し上げます。 

 議案書は９８ページをお願いいたします。 

 令和４年度多賀町農業集落排水事業特別会計におきまして、その一部を繰り越しいた

しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、ご報告するものでご

ざいます。 

 繰越しを行いましたのは萱原地区の施設管理事業で、繰越額４９０万円のうち２８４

万７,０００円を国・県支出金としており、既収入特定財源の２０５万３,０００円は令

和４年度に一般会計から繰り入れていただいているものでございます。 

 事業内容は、萱原処理場の設備更新工事を実施しておりましたが、更新する機材の納

期に大幅な遅延が見られるため、年度内完了が不可能となったものでございまして、５

月末の進捗率は３５％となっており、８月下旬には工事を完了する予定としております。 

 以上、報告とさせていただきますのでよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 「報告第６５号 令和４年度（多賀町農業集落排水事業特別会計）繰越明許費繰越計
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算書について」の報告を終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２９ 「報告第６６号 令和４年度多賀町水道事業会計予算

繰越計算書について」を議題とします。 

 本案について、提案者の報告を求めます。 

 藤本地域整備課長。 

〔地域整備課長 藤本一之君 登壇〕 

○地域整備課長（藤本一之君） 「報告第６６号 令和４年度多賀町水道事業会計予算繰

越計算書について」、ご説明を申し上げます。 

 議案書９９ページをお願いいたします。 

 令和４年度多賀町水道事業会計予算につきまして、その一部を繰り越しいたしました

ので、地方公営企業法第２６条第３項の規定により、ご報告するものでございます。 

 繰越しを行いました令和４年度多賀町水道事業会計予算は、資本的支出の建設改良費

の工事請負費１,４５０万円で、繰越財源としましては、損益勘定留保資金で１,４５０

万円を充当するものでございます。 

 繰越しを行いました事業の内訳としましては、土田水源地他舗装復旧工事で５００万

円、大君ケ畑浄水場場内整備工事で３５０万円、梨ノ木配水池流入制御弁交換工事で６

００万円でございます。 

 土田水源地他舗装復旧工事ならびに大君ケ畑浄水場場内整備工事につきましては、工

法や使用材料の選定および使用資材の納入の遅延が影響し、梨ノ木配水池流入制御弁交

換工事では、流入制御弁の工期内納入が困難となったものでございますが、５月末まで

に全ての工事におきまして現場作業を完了しております。 

 以上、報告とさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 「報告第６６号 令和４年度多賀町水道事業会計予算繰越計算書について」の報告を

終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３０ 「報告第６７号 令和４年度多賀町下水道事業会計予

算繰越計算書について」を議題とします。 

 本案について、提案者の報告を求めます。 

 藤本地域整備課長。 

〔地域整備課長 藤本一之君 登壇〕 

○地域整備課長（藤本一之君） 「報告第６７号 令和４年度多賀町下水道事業会計予算

繰越計算書について」、ご説明申し上げます。 
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 議案書は１００ページをお願いいたします。 

 令和４年度多賀町下水道事業会計予算におきまして、その一部を繰り越しいたしまし

たので、地方公営企業法第２６条第３項の規定により、ご報告するものでございます。 

 繰越しを行いました令和４年度多賀町下水道事業会計予算は、下水道事業費用の営業

費用１５９万５,０００円で、繰越財源としましては、下水道事業収益より１５９万５,

０００円を充当するものでございます。 

 当該事業につきましては、大字多賀の若宮団地内における管渠の適正な維持管理のた

め、一部区間のマンホールおよび管渠の移設補修を行ったもので、同地区におきまして

実施しておりました上水道配水管布設替工事と連携して施工することにより仮設費の軽

減が図れる計画でしたが、上水道工事の進捗が遅延したことによりまして、事業間の調

整が難航し、年度内完了が困難となったため繰越しを行ったものでございます。 

 なお、４月２５日には工事が完了し、その後、竣工検査も合格しております。 

 以上、報告とさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 「報告第６７号 令和４年度多賀町下水道事業会計予算繰越計算書について」の報告

を終わります。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３１ 「議案第６８号 多賀町税条例の一部を改正する条例

について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅税務住民課長。 

〔税務住民課長 小菅俊二君 登壇〕 

○税務住民課長（小菅俊二君） 「議案第６８号 多賀町税条例の一部を改正する条例」

につきまして、ご説明申し上げます。 

 本条例は、地方税法等の一部を改正する法律が令和５年３月３１日に公布され、今後

施行されることに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 議案書の１０１ページをお願いします。 

 第３４条の９第２項は、森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律施行令により、

地方税法施行令第４８条の９の３が改正されたことに伴い、改正するものです。施行日

は令和６年１月１日でございます。 

 第３６条の３の２第２項は、給与所得者の扶養親族等申告書の記載事項の簡素化が地

方税法の規定に新設されたことに伴い、新設されるものです。施行日は令和７年１月１

日でございます。 

 第３６条の３の２第３項から第６項は、項ずれの範囲に合わせて改正するものです。
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施行日は令和７年１月１日でございます。 

 第３８条第１項、第３項は、森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律、以下、森

林環境税等に関する法律といいます、の施行に伴い、森林環境税の賦課徴収の方法につ

いて規定する改正を行うものです。施行日は令和６年１月１日でございます。 

 議案書の１０２ページをお願いいたします。第４１条は、森林環境税等に関する法律

の施行に伴い、納税通知書に記載すべき納付額に森林環境税額を追加する改正等を行う

ものです。施行日は令和６年１月１日でございます。 

 第４４条第１項から第６項は、森林環境税等に関する法律の施行に伴い、特別徴収の

方法により徴収する企業所得に係る所得割額および均等割額に森林環境税額を含む旨を

規定する改正等を行うものです。施行日は令和６年１月１日でございます。 

 第４７条第１項、第２項は、森林環境税等に関する法律により、地方税法第３２１条

の７第２項が改正されたことに伴い、改正等を行うものです。施行日は令和６年１月１

日でございます。 

 第４７条の２第１項、第２項は、森林環境税等に関する法律の施行に伴い、特別徴収

の方法により徴収する公的年金等に係る所得に係る所得割額および均等割額に森林環境

税額を含む旨を規定する改正等を行うものです。施行日は令和６年１月１日でございま

す。 

 第４７条の６第１項、第２項は、森林環境税等に関する法律により、地方税法第３２

１条の７の１０第２項が改正されたことに伴い、改定等を行うものです。施行日は令和

６年１月１日でございます。 

 第８２条は、ミニカー区分から３輪の特定小型原付を除外するものです。施行日は令

和５年７月１日でございます。 

 付則第１５条の２の３第４項、付則第１６条の２第３項は、不正を行った自動車メー

カーを納税義務者とみなし、納税不足額を徴収する際に加算する割合を変更するもので

す。施行日は令和６年１月１日でございます。 

 多賀町税条例の一部を改正する条例についての説明は以上でございます。ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６８号 多賀町税条例の一部を改正する条例について」は、原案のとおり決

定することに賛成の方はご起立願います。 
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〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、議案第６８号は原案のとおり可決さ

れました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３２ 「議案第６９号 多賀町印鑑条例の一部を改正する条

例について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅税務住民課長。 

〔税務住民課長 小菅俊二君 登壇〕 

○税務住民課長（小菅俊二君） 「議案第６９号 多賀町印鑑条例の一部を改正する条例

について」、ご説明申し上げます。 

 本条例は、電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律

の一部改正に伴い、多賀町印鑑条例の改正を行うものです。 

 コンビニエンスストアで印鑑登録証明書の交付を申請する際、マイナンバーカードを

利用しなければ申請できませんでしたが、利用者証明用電子証明書機能搭載のスマート

フォンでも申請できるために伴うものでございます。 

 議案書の１０４ページをお願いいたします。 

 第１５条の２におきまして、個人番号カードから利用者証明用電子証明書に改正する

ものです。 

 付則につきましては、公布の日から施行するものです。 

 多賀町印鑑条例の一部を改正する条例についての説明は以上でございます。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第６９号 多賀町印鑑条例の一部を改正する条例について」は、原案のとおり

決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、議案第６９号は原案のとおり可決さ

れました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３３ 「議案第７０号 多賀町子ども・子育て会議条例の一
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部を改正する条例について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 林福祉保健課長。 

〔福祉保健課長 林優子君 登壇〕 

○福祉保健課長（林優子君） 「議案第７０号 多賀町子ども・子育て会議条例の一部を

改正する条例について」、ご説明申し上げます。 

 議案書１０５ページをお願いします。 

 今回の条例改正につきましては、こども家庭庁設置法に伴う関係法律の整備に関する

法律の施行による子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 第１条中、第７７条第１項を第７２条第１項に改め、第２条中、第７７条第１項各号

を第７２条第１項各号に改めるものでございます。 

 なお、付則につきましては、公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用するも

のでございます。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第７０号 多賀町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について」は、

原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、議案第７０号は原案のとおり可決さ

れました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３４ 「議案第７１号 令和５年度多賀町一般会計補正予算

（第３号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 

○副町長（小菅俊二君） 「議案第７１号 令和５年度多賀町一般会計補正予算（第３

号）について」、ご説明申し上げます。 

 令和５年度に入ってのこの時期でございますが、社会教育費を中心に早急に対応をし
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なければならない諸事情により、予算措置の必要が生じましたので、第３号補正予算を

お願いするものでございます。 

 今回の補正につきましては、１０７ページ、第１条のとおり、既定の歳入歳出予算の

総額に５,１４５万６,０００円を追加いたし、歳入歳出それぞれ５１億２,４６１万円

とするものでございます。 

 次に、補正内容につきましては、１１２ページの歳入からご説明いたします。 

 ５０款の国庫支出金では、マイナンバーカードの交付事務の延長で事務費の追加や、

文化財保存活用地域計画に基づく調査活動費に対して補助を受け入れるものなど、総額

で６８０万円を計上しました。 

 ７５款の繰越金１,８０２万７,０００円は、今回の補正に要する財源として充当して

いるものでございます。 

 ８０款諸収入では、海洋センター体育館の屋根等の修繕工事に対し、公益財団法人Ｂ

＆Ｇ財団から２,１８０万円の助成を受け入れるものや、企業の駐車場整備における事

前文化財発掘調査事業費の負担金として４８２万９,０００円の受入れであります。 

 次に、歳出でございますが、１０款の総務費では、マイナンバーカードの発行業務の

電子機器の借り上げ料を計上しております。 

 ２５款の林業費では、盗難があった林道権現谷線のグレーチングの設置費用を計上し

たものでございます。 

 ４５款教育費では、社会教育施設の修繕費や文化財調査活用事業費などを計上してお

ります。まず公民館費は、非常用照明灯のバッテリーの更新費用で１８７万円を、文化

財保護費では、次のページにかけて、文化財保存地域活用計画に基づき町内の文化財調

査や活用あるいは伝統文化の保存記録などの活動費として７５８万６,０００円を計上、

企業の駐車場の整備予定地における文化財発掘調査費用に４８２万９,０００円を合わ

せて各節ごとに計上したものでございます。海洋センター費では、Ｂ＆Ｇ財団からの支

援を受けて、かねてから懸案となっておりました体育館屋根の塗装や照明機器のＬＥＤ

化事業であります。あけぼのパークでは、雨漏れの対策工事費を計上し、図書館費では、

汚損した図書の買換え費でございます。これら社会教育費総額で５,０３９万５,０００

円をお願いするものでございます。 

 以上、提案説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第７１号については、議長を除く１１人の委員で構成する予算特

別委員会を設置し、これに付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７１号は、１１人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、これに

付託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第７条第４項の規定により、お手元の名簿のとおり指名したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、予算特別委員会の委員はお手元の名簿のとおり選任することに決定しました。 

 予算特別委員会において、委員会条例第８条第２項の規定により、委員長および副委

員長の互選をお願いいたします。なお、その結果を議長まで報告願います。 

 暫時休憩いたします。 

 再開は議場の時計で午後１時といたします。 

（午前１１時４９分 休憩） 

                                        

（午後 ０時５６分 再開） 

○議長（松居亘君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ただいま、予算特別委員会の委員長および副委員長の報告がありましたので、発表い

たします。委員長に１０番、山口久男議員、副委員長に９番、川添武史議員が選出され

ました。 

 なお、予算特別委員会は別紙の日程表により審査していただき、その経過と結果を議

長まで報告願います。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３５ 「議案第７２号 令和５年度多賀町水道事業会計補正

予算（第１号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 藤本地域整備課長。 

〔地域整備課長 藤本一之君 登壇〕 

○地域整備課長（藤本一之君） 「議案第７２号 令和５年度多賀町水道事業会計補正予

算（第１号）について」、ご説明を申し上げます。 

 議案書１１７ページをお願いいたします。 

 今回お願いします補正予算は、多賀町水道事業における主要な給水区域となる多賀水

源系におきまして、各施設の強靱化とともに、多くの給水事業に対し供給体制を安定さ

せることは、今年１月下旬の水道管凍結による漏水から配水池の水位低下につながった

ことからも喫緊の課題となってまいりましたので、施設整備の検討業務を実施するため、

予算の補正をお願いするものでございます。 
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 第２条記載の資本的支出の補正につきまして、第１款第１項建設改良費を４４０万円

増額し、資本的支出総額を２億１,５３８万４,０００円といたします。 

 それでは、補正予算説明書にてご説明申し上げます。議案書１１９ページをお願いい

たします。 

 資本的支出では、１款１項１目水道改良費において、多賀水源系の施設再整備検討業

務委託料としまして、当初予算に対し４４０万円の増とするものでございます。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第７２号については、会議規則第３９条第１項の規定により、産

業建設常任委員会に付託して審査したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７２号は産業建設常任委員会に付託することに決定しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３６ 「認定第７３号 町道路線の認定について」を議題と

します。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 藤本地域整備課長。 

〔地域整備課長 藤本一之君 登壇〕 

○地域整備課長（藤本一之君） 「認定第７３号 町道路線の認定について」、ご説明を

申し上げます。 

 議案書１２０ページをお願いいたします。 

 今回お願いする町道路線の認定につきましては、大字多賀区内で１件の分譲宅地開発

が行われ、既に販売も開始されておりますが、その団地内道路についての認定でござい

ます。 

 都市計画法第３９条において、開発行為により設置された公共施設については、町の

管理に属するものと規定されておりますことから、開発の事前審査である都市計画法第

３２条の規定に基づき、公共施設の協議を行った上、開発工事完了後、道路敷地の寄付

を受けたものであり、道路法第８条第２項の規定により、町道の認定をお願いするもの

でございます。 

 路線番号１１８１番の町道下屋敷線は、大字多賀字下屋敷４６６番１０を起点とし、

同じく字下屋敷４６６番７を終点とする延長５３.７ｍ、最小幅員６ｍ、最大幅員１０

ｍの路線となります。 
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 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「認定第７３号 町道路線の認定について」は、認定することに賛成の方はご起立願

います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、「認定第７３号 町道路線の認定に

ついて」は、認定することに決定しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３７ 「認定第７４号 町道路線の変更について」を議題と

します。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 藤本地域整備課長。 

〔地域整備課長 藤本一之君 登壇〕 

○地域整備課長（藤本一之君） 「認定第７４号 町道路線の変更について」、ご説明を

申し上げます。 

 議案書は１２１ページをお願いいたします。 

 今回お願いする町道路線の変更につきましては、認定第７３号でご説明いたしました

大字多賀区内の分譲宅地開発により設置された道路となりますが、隣接する既存団地内

道路である町道上三分一線に接続し、一連の路線と見られることから、当該路線に含め、

終点を大字多賀字下屋敷４６８番に変更するものであり、道路法第１０条第２項の規定

により、町道の変更をお願いするものでございます。 

 路線番号１０７４番の町道上三分一線に追加する区間は、延長１８８.３ｍ、最小幅

員６ｍ、最大幅員が１２ｍであり、当該路線の総延長は２５６.１ｍになります。 

 以上、説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「認定第７４号 町道路線の変更について」は、認定することに賛成の方はご起立願

います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、「認定第７４号 町道路線の変更に

ついて」は、認定することに決定しました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３８ 「請願第２号 「国に対し、「刑事訴訟法の再審規定

（再審法）の改正を求める意見書」の提出を求める請願書」を議題とします。 

 本請願について、紹介議員の山口久男議員より請願趣旨の説明を求めます。 

 １０番、山口久男議員。 

〔紹介議員 山口久男君 登壇〕 

○１０番（山口久男君） 紹介議員として、「国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審

法）の改正を求める意見書」の提出を求める請願書」について、趣旨説明を行います。 

 請願者は日本国民救援会滋賀県本部、会長は中野善之助さんです。 

 日本国憲法と世界人権宣言を指針として、人権と民主主義を守るボランティア団体の

日本国民救援会です。冤罪被害者を支え、「無実の人は無罪に！」と支援運動を行って

おられる団体であります。滋賀県では各地で支部を持ち、日常的に活動され、約１０支

部があります。特に冤罪湖東記念病院事件の被告とされた西山美香さんを救済するため

に今、頑張っておられます。また、冤罪日野町事件も、現在、大阪高裁で再審理中であ

ります。 

 日本弁護士会のまとめによりますと、１９１０年代から２０００年代まで冤罪事件は

１６１件あり、しかも、氷山の一角だと言われています。そして再審無罪を勝ち取るま

でに、例えば吉田岩窟王事件（１９１３年、名古屋市）では５０年、また、加藤老事件、

１９１５年、山口県です。これは６２年、今年５月、国家賠償裁判で勝訴判決が出た茨

城の布川事件は４４年かかっています。再審は開かずの扉、針の穴にラクダを通すよう

なものと例えられ、当事者、家族には想像を絶する困難を伴うため、諦める方もおられ

ます。 

 現在、再審制度は刑事訴訟法に規定がありますが、条文数は１９か条（４３５条から

４５３条）のみで、極めて大ざっぱな規定のため、個々の再審裁判では裁判所の解釈、

運用に全て委ねられていることから再審格差が起こっているのが実態です。 

 再審制度の抱える問題点は、１つは捜査段階で集めた全証拠を検察が開示しないこと

です。国民の税金を使って集めた全ての証拠は、有罪立証に有利、不利を問わず、弁護

団の開示請求に応じ、事実解明に役立てるべきであると考えます。 
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 ２つは、検察官の不服申立て（上訴）です。裁判所が再審開始決定を出しても従わず、

不服申立てを行い、いたずらに時間稼ぎをして、当事者と家族を時間的にも金銭的にも、

また心理的にも苦しめ続けることは許されません。 

 再審開始決定に対する反論は、再審公判の中で主張立証する機会があるので、上訴は

禁止すべきであると考えます。 

 ３つ目は、前述の再審法（刑事訴訟法の再審規定）を通常審のように整備し、環境を

整え、再審格差や再審審理において、過去に当該事件に関与した裁判官が再び関与する

ことが起こらないようにすることが重要であると考えております。 

 つきましては、多賀町議会において、地方自治法第９９条に基づき、無辜の者を誤っ

た裁判から迅速に救済するために、再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意

見書の採択をお願いするというものであります。 

 請願項目としては、１つ、再審における検察手持ち証拠の全面開示、２つ目に、再審

開始決定に対する検察の不服申立て（上訴）の禁止、３、再審法（刑事訴訟法の再審規

定の整備）であります。 

 なお、既に甲良町、豊郷町、愛荘町の各議会ではこの請願が採択をされ、意見書が可

決をされております。どうか議員の各位のご賛同をお願い申し上げ、趣旨説明といたし

ます。 

○議長（松居亘君） 請願第２号については、会議規則第９２条第１項の規定により、総

務常任委員会に付託することといたします。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第３９ 「請願第３号 地元生産者が販売できる直売所の建設

に向けた検討委員会の設置を求める請願」を議題とします。 

 本請願について、紹介議員の川添武史議員より請願趣旨の説明を求めます。 

 ９番、川添武史議員。 

〔紹介議員 川添武史君 登壇〕 

○９番（川添武史君） 「地元生産者が販売できる直売所の建設に向けた検討委員会の設

置を求める請願」、犬上郡多賀町大杉１９４－１、小林武義氏を代表とする、樋栄信之

氏、また林喜代治氏、また多賀町もんぜん市代表者辻利造氏などの要望から請願をする

ものであります。以下によって趣旨説明を行います。 

 多賀町には、近隣市町にあるような道の駅や直売所がない状態が続いており、個人の

小規模な農地で生産したものや加工したものを販売するには、近隣市町の施設に納品し

なければならないのが現状です。 

 現在、近江鉄道多賀大社前駅では、週に３回、９時から１１時半まで小規模な直売を

行っていますが、貯蔵設備がないため、当日売れ残った商品は生産者が持ち帰っており

ます。多賀町には、多賀大社をはじめ多くの観光資源があり、また、多賀スマートイン

ターの供用開始で観光客の増加も見込まれる中、地産地消の考えや地元生産者の生産意
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欲の向上、地域の活性化という点でも、直売所の建設を検討する時期に来ているんじゃ

ないかと考えます。 

 以上のことから、町内生産者や運営体制などを考慮した、多賀町らしい直売所の建設

に向けた検討委員会の設置を強く要望、請願するものであります。 

 多賀町の議員もいろいろと地域の方からお話を受けておられると思いますが、賢明な

る判断をお願いして、請願の趣旨説明とさせていただきます。 

○議長（松居亘君） 請願第３号については、会議規則第９２条第１項の規定により、産

業建設常任委員会に付託することといたします。 

                                        

○議長（松居亘君） これで本日の議事日程は全て終了しました。 

 明日からの日程につきましては、別紙の会期日程表のとおり進めさせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、再開は６月７日午前９時３０分とし、一般質問を行います。 

 長時間にわたってご審議いただき、誠にありがとうございました。 

 本日はこれで散会いたします。 

（午後 １時１７分 散会） 
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